
阪神高速グループが捉える 
社会課題・情勢

気候変動対策・脱炭素化に 
向けた社会的要請環境

企業統治

激甚化・頻発化する 
自然災害

高速道路ご利用の 
お客さま

グループ社員

株主

地域・社会

取引先

投資家

ウィズコロナ 
ポストコロナ

構造物の老朽化

ネットワーク機能強化への 
期待

交通安全意識の高まり

DX推進の必要性
Society 5.0の提起

働き方改革

大阪・関西万博の開催

人権・多様性の尊重

ステークホルダーの 
信頼向上

ステークホルダーとの
コミュニケーション

サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）

社会との
共存

E

社会

S

G

阪神高速  
グループの  
成長

   P.16

SE 地球環境の保全

業務の変革や新たな価値の創造

サステナブルなまちづくり

GSE

GSE
連動して実行

   P.17

   P.49

   P.25

羅針盤として  
関連付け

世界の共通言語

企業評価の  
視点として  
重視

私たちのCSR
社会の要請や期待に応える対応力を柔軟に発揮

阪神高速グループの新たな方向性

 価値創造プロセス
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グループ理念
「先進の道路サービスへ」の 

具現化

サステナビリティの 
実現

近年、環境・社会課題がグローバルに拡大し、国や自治体だけでなく、企業、個人など社会全体で課題を解決し、

持続可能な社会を実現することがより一層求められています。

阪神高速グループは、社会情勢の変化や社会の潮流を敏感に捉え、社会を構成する一員として「サステナビリティ」

を共通の価値観と認識し、グループ理念のもと、持続可能な社会の実現に貢献するとともに、持続的な企業価値

の向上を目指します。

阪神高速グループの事業活動

阪神高速グループの経営資源

◆   企業存続の基礎活動の徹底  
（コンプライアンス、リスクマネジメント、 
情報セキュリティ等）

◆   高速道路事業の深化・進化

◆   関連事業のさらなる展開

◆   積極的な社会貢献

◆   非財務資源（ヒト・モノ・ノウハウ）

◆   財務資源

GS
事業活動を支える経営基盤の 
強化サステナブルなまちづくり

   P.41    P.53

ビジョン2030
「6つのありたい姿」の 

実現

持続可能な
社会の実現

持続的な
企業価値の向上

1.  

最高の安全と 
安心を提供する 
阪神高速

2.  

もっと便利で快適な  
ドライブライフを 
実現する阪神高速

3.  

 世界水準の卓越した 
都市高速道路技術で  
発展する阪神高速

4.

お客さまや社会に 
満足をお届けする 
多彩なビジネスを 
展開する阪神高速

5.  

 関西の発展に貢献し、 
地域・社会から愛され 
信頼される阪神高速

6.  

経営基盤を確立し、 
グループ社員が  
やりがいを実感  
できる阪神高速
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